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謹んで新春のお慶びを申し上げます。

○議長新年のあいさつ　　　P 2

地区のタスキを胸に元気よくスタート
（地区対抗駅伝競走大会より）
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2019 年 新年のあいさつ

明けましておめでとうございます。
市民の皆様には、平成31年の健やかな初春をご家族お揃いでお迎えのことと心からお慶び申

し上げますとともに、旧年中、私ども市議会に賜りました格段のご理解とご協力に、厚くお礼を申し上
げます。
さて、県内の経済情勢は、明治維新150周年関連事業や大河ドラマ「西郷どん」放映の影響に

より景気の回復傾向は続いており、2020年の鹿児島国体に向けた準備も進み、観光客の増加も
見込まれております。
本市においては、観光施策や交流人口増加の取り組みのほか、公共交通網の再構築、道路や

水道のインフラ整備など、市民が安心して暮らせるまちづくりのための取り組みを進めております。
しかしながら、少子高齢化による人口減少が急速に進んでいることから、人口減少に歯止めを
かけるための子育て支援策や移住定住施策の充実のほか、地域が元気であり続けるための高
齢化社会に対する対策や買い物弱者対策、企業育成のための人材確保対策など、喫緊の課題
に対して有効な取り組みを早急に進める必要があります。
このような中、市議会では市民の皆様の声を市政に反映するために「議員と語る会」や「各種
団体との意見交換会」などの取り組みを継続して進めるとともに、16名の議員が緊張感を持ち研
鑽を重ね、市民に信頼される議会を目指し、市民の負託にお応えできるように決意を新たに努力し
てまいります。
結びに、本年も市民の皆様方に幸多き一年となりますよう、心より祈念申し上げまして新年のご

挨拶とさせていただきます。

（議席順）
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議員は公職選挙法により、選挙区内の方に対し、答礼のための自筆によるものを除き、
年賀状等のあいさつ状は禁止されています。市民の皆様のご理解をお願いいたします。


